
平成２９年１月25日発行育生会横浜病院 広報誌

社会福祉法人と合同で「インターコンチネンタルホテル横浜」にて、
職員の忘年会を兼ね、12/7に開催しました。永年勤続表彰式や
豪華賞品が当たるくじ引きなどを行い、大変盛り上がりました。
また、７０周年記念品として、全職員に記念ボールペンを配りました。

明けましておめでとうございます。
昨年は横浜病院・ユトリアム共に、

地域での役割をより明確に、在宅
復帰支援施設であることを強く意識
してリスタートした年でありました。

結果、忙しい中にも職員個々に使命感と
誇りがかつてないほどに高揚しているのを感じ、それ
は私自身には何物にも代えがたい喜びとなりました。
本年もこの路線をさらに成熟させて、地域の皆様

に、地域の財産と感じて頂けるような施設を目指し
て参ります。具体的には、強化型在宅支援病院・在
宅復帰在宅療養支援型老健として、地域の急性期
病院、在宅診療所、訪問看護ステーション等との連
携を通じて、患者様のみならず、連携各施設様にと
りましてもメリットを提供し続けていきたいと考えており
ます。また、地域での講演会などのイベントにも、引
き続き積極的に取り組んで参りたいと考えております。

本年も育生会複合施設をよろしくお願い
致します。

理事長 碓井 貞彦

あけましておめでとうございます。
旧年中は格別のご厚情を賜り、
誠にありがとうございました。
育生会は、おかげさまで昨年、

創立７０周年を迎えることが出来ま
した。これもひとえに地域の皆様か

らの支えがあってこそと、深く感謝しております。
この記念すべき時期に合わせたかのように、昨年
は地域包括ケア病棟を開設することもできました。
地域包括ケアシステムとは、超高齢化社会を迎え
ようとする我が国において、住み慣れた地域で自分
らしい生活を人生の最後まで継続できるよう、住まい・
医療・介護・予防・生活支援を一体的に提供するた
めのシステムです。入退院も格段に増え、院内も大
いに勢いづいています。このパワーで、引き続き地域
のためにお役に立てるよう職員一同研鑽を進めてま
いります。

本年も変わらぬお引き立ての程よろしく
お願い申し上げます。

院長 長堀 優

創立７０周年 記念式典 を開催しました平成28年 12月7日
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〔お車でお越しの方〕
■保土ケ谷バイパス方面より

狩場インターを出て国道1号線を右折、

戸塚方面へ500m先、左。

■首都高速3号線方面より永田ランプを

出て保土ケ谷橋交差点を左折、国道

1号線を戸塚方面へ2キロ先、左。

〔 電車・バス をご利用の方 〕
■保土ケ谷駅（JR横須賀線）東口よりバス(約10分）【権太坂上】下車、徒歩3分

■東戸塚駅（JR横須賀線）東口よりバス（約15分）【権太坂上】下車、徒歩2分

■戸塚駅（JR横須賀線）東口よりバス（約30分） 【権太坂上】下車、徒歩2分

■横浜駅（各鉄道）西口よりバス（約40分） 【権太坂上】下車、徒歩3分

■井土ヶ谷駅（京浜急行線）よりバス(約15分)【児童遊園地前】下車、徒歩10分

（国道1号線を保土ケ谷方面へ）

休 診 日 ： 日 曜 ・ 祝 日

ふく
ちゃ
んの

第１回

第1回の今回は「育生会」の名前の由来についてお話します。

｢育生会」という文字をパソコン等で入力すると、たいてい「育成会」と出て来てしまいます（今もそれで
苦戦しています）。「育成」という言葉は良く聞きますが、「育生」という言葉は辞書にはあるものの、あまり
使いませんよね。では、なぜこのあまり使われない｢育生｣を名前にしたのでしょうか。
それは育生会の成り立ちに関係があります。

当院は、戦後間もない頃、初代理事長の碓井貞義先生により創立されました。戦争により荒廃した中、
将来の日本のためにも安心してお産ができる環境を、との事で、「赤ちゃんが生まれ育まれるように」と
育生の名前を冠したと伺っております。今は諸事情により産科の診療はしていませんが、最初は産科の
病院だったのですね！

そんな育生会も創立してはや７０年が経ちました。以前は横浜駅西口の岡野町にありました。長く地元
の方々に愛される病院でしたが、建物の老朽化や地域の発展による人口の減少などがあり、５０周年を
機に今の地に移転して来ました。その時に、新たに「介護老人保健施設ユトリアム」と「介護老人福祉施
設よつば苑」を併設して複合型の施設となり、皆様にお世話になる事となりました。

これからもどうぞよろしくお願い致します。因みに創設者の碓井貞義先生の銅像は病院玄関にあります。

編集後記
育生会は昨年、おかげさまで創立７０周年を迎える事が出来ました。
今年もまた新たな年を迎え、地域の皆様の病院としてこれからも、益々頑張って参りたいと思います。
そして横浜病院広報誌「いくよこタイムズ」も最初の発行より１年を迎え、今号より２年目の新年号となりました。
これからも横浜病院に関するタイムリーな情報をたくさん皆様にお届けし、皆様のお役に立てるような広報紙
を目指して頑張って参ります。
ご意見・ご感想等、ぜひお聞かせ下さい。 広報委員会・委員一同

併設

介護老人保健施設 ユトリアム

介護老人福祉施設 よつば苑



院内感染防止対策研修 医療機器安全管理研修

消 防 訓 練

11月11日(金)17：30～

テーマ： 手洗いを考える

(医療感染対策)

講 師： 大正富山医薬品

株式会社 松本哲典様

インフルエンザ・ノロウイル

ス・マイコプラズマ肺炎につ

いて詳しく講義して頂き、

その予防について学びま

した。手の洗い方に注意し、

洗い残しのないようにする

事が大切です。

12月12日(月)17：30～

テーマ： 医療機器安全

管理の基本～事故

を未然に防ぐ為に

講 師： 日本光電工業

株式会社 安部昌宏様

病院・ユトリアム・よつば苑の三施設合同で講義を受けました。

記憶に残る事故報道は大きな社会問題となり、安心と安全確

保が問われています。今回は、医療機器に関する事故の実態

を説明して頂き、ヒューマンエラーにクローズアップして、

①人間の特性②社会心理学的特性③認知的特性 を理解し、

エラー対策の発想手順を具体的に学びました。

消防署の方よりＡＥＤの講習を受けました。

心臓マッサージを１人３０回ずつ体験しましたが、意外と体力

が必要と感じました。

また、緊急時を想定してグループになり、１１９番に連絡を

する人、ＡＥＤを持って

来る人、心臓マッサー

ジをする人に分かれ、

緊急時に迅速に動け

るよう体験をしました。

いざという時に生かせ

るようにしっかり教えて

頂きました。

11月30日(水) 14:00～15:00


